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{背景}近年，腕!践と皮性lilHj;jWHO分額の臨床上の有JI1
性が検討されている.当}淀の症例をWIIO分鎮でIlfiHeflliし.
臨床上の:有HJ牲を検討した. (対象と }jit 1 1988 :if :>月~
2002年 12Jjまでに総理学的に診縦された綿線上J主性腕揚
70 例(労41.女:2~}). ~W.齢 19 ，-- 76tl主(平均 5，1f友人、v， J~']
縦祭殿 i符 72 ヶ月.震旋jお，1!!.tjH~~ Uvl G)合併22約. Jt旬線
腿(10例のIE!均分新内訳は1・21'吋.n・2;3例， Lll . 1例，
1. V ・ 5f凡これを \VHO 分~{で持分類し，夜 j必j分額とのj七
戦.!vlG合併との関係，間i羽織没i習の有無を検討. {結束・}
WHO分類の内訳は'}、ypeA . 7ffl1， As . 13171， Bl . 1
17J. B2・13fYU. B3‘13iYij， C . 10例.分~l不能 3f'吟.品;
例をく 1> Type A， AB， Bl君'(:とく2>Typどお2. B3，仁
徳旬、けると，く 1>の臨J，kJ.おRJiは早期が多かった.く 2>
は!ょi邸機段i問が多かった.それぞれp<Oβ01.WHO分績
と MG 合併に i怒i1111:はなかった‘!掬線級 1~j 後再発は
1、ypeB3の:H札死亡例はTypどじの4例. [封ia託1WHO分
苛Hま臨床jii-兇，病問と強く i謁述し臨床!J(¥こ有用と考えられ
た.
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